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スピネル型 CoV2O4単結晶の磁性と格子歪み 

 
【背景・目的】 

スピネル型酸化物 AV2O4は FeV2O4の 3 回の構

造相転移，MnV2O4の 57K での V3+の軌道整列に

伴う構造相転移など興味深い現象が報告されてい

る．一方 CoV2O4は構造相転移が起こらず，150K

付近のフェリ磁性転移以外に90Kと60K付近で磁

化率の異常があることが報告されていた．しかし，

前 2 つの物質は単結晶の作製が可能であるのに対

し，CoV2O4は単結晶の作製が困難であったため詳

しい研究は進んでいなかった．しかし近年，仕込

みの Co の量を化学量論比に対し増やすことによ

って単結晶 CoV2O4 の作製が可能であることが明

らかになった．だがこの方法で得られた試料は，

正規組成の多結晶と比べTNの値や磁化率の振る舞

いが異なる．これは増やした仕込みの Coによって

単結晶の組成が正規組成からずれているためでは

ないかと考えられる．そこで本研究では，単結晶

試料の Co の比率の違いによる物性の変化を観察

し，究極的には正規組成に近い単結晶 CoV2O4の作

製を目指す． 

【実験方法】 

原料の Co の量を化学量論比に対し 1.2 倍~1.6

倍に増やして作製した単結晶 CoV2O4と，それに対

応する多結晶 Co1+xV2-xO4(x=0,0.1,0.2)を作製し，

その磁化率と格子歪みの測定を行った． 

【実験結果・考察】 

仕込みのCoの量が化学量論比の 1.3倍を下回る

と試料にドーナツ状にヒビが入ることが分かっ

た．これは試料作製中に溶融した試料から Coが蒸

発するためである．ヒビが入った試料は試料の内

側から V2O3の不純物が検出された． 

磁化率測定では，単結晶試料を砕いて測定する

と，多結晶試料で見られた磁化率のピークが観測

されることが分かった（図 1）．単結晶，多結晶と

もに Co の比率を増やすと TNが上がり，磁化率の

ピークの温度 TPが下がることが分かった．それら

変化は相関があり，この結果を用いて磁化率測定

から単結晶の組成を見積もることが可能である

（図 2）． 

格子歪みの測定の結果，TN以下で結晶は磁化方

向に伸び，最大値をとったあと徐々に減少し，TP

で歪みの符号が逆転して磁化方向に収縮すること

が分かった（図 3）．このことから TP付近で磁気異

方性が小さくなり，磁化率の極大と格子歪みの低

下が起こると考えられる． 
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図 1 CoV2O4の磁化率 
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図 2 TNと磁化率のピークの温度の変化 
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図 3 格子歪みの変化 

 


